
日鏡外会誌　第 28巻　第 4号・2023年 7月 173

CONTENTS

CONTENTS
2023 vol.28 No.4

原　著
腹腔鏡下鼠径ヘルニア修復術における執刀開始初期の症例数と手術成績の関連 
 �  佐久間政宜・他●175

Rouviere 溝の形態分類―腹腔鏡下胆嚢摘出術 252 例の検討 �  千葉蒔七・他●182

症例報告
骨盤腹膜に発生した cystic endosalpingiosis に対して腹腔鏡手術を施行した 1例 �  槇殿公誉●189
術前に診断し待機的に腹腔鏡下修復術を施行した小網裂孔ヘルニアの 1例 �  岩永直紀・他●195
双胎妊娠 27 週妊婦の急性虫垂炎に対して腹腔鏡下虫垂切除術を施行した 1例 �  吉田光一・他●201
急性腹症で発症した肝円索膿瘍に対して緊急手術を施行した 1例 �  佐々木智子・他●206
胃異所性膵の膵管開口部に発生した早期胃癌に対しNEWSを施行した 1例 �  横山邦雄・他●214
好酸球性食道炎に対して腹腔鏡下噴門側胃切除術，下部食道切除術が奏効した 1例 
 �  遠藤秀生・他●221
高度の炎症を伴う重複胆嚢に対し腹腔鏡下胆嚢亜全摘術を施行した 1例 �  丸山大貴・他●228
SuReFInD® による術前マーキングが有用であった，肺区域切除後
ステープルライン近傍に生じた大腸癌肺転移の 1例 �  志村太雅・他●235

文献抄録
Comparison of short-term outcomes of robotic and laparoscopic transabdominal peritoneal  
repair for unilateral inguinal hernia : a propensity-score matched analysis 
〔Okamoto N, Mineta S, Mishima K, et al. Hernia : Online ahead of print, 2023〕 �  今村清隆●241

●編集後記 �  242

©
JS
ES
, 2
02
3

2026/09/15 13:13:41


